
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者

支
援
事
業

平
成
30
年
度
福
島
県

文
化
振
興
財
団
助
成
事
業

問
申

問
申

自
動
車
事
故

被
害
者
救
済
制
度

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸

付

市民課と税務課の証明業
務を、午後７時まで延長
しています。
※税務諸証明は本庁のみ
で対応。
◆月曜日（塩川総合支所）
◆火曜日（本庁、高郷総合
支所）
◆水曜日（熱塩加納総合
支所）
◆木曜日（山都総合支所）
◆金曜日（本庁）

今月の納期

　4日　後期高齢者医療
　　　　保険料（5期）
25日　市県民税（4期）
25日　国民健康保険税
　　　（7期）
31日　後期高齢者医療
　　　　保険料（6期）

市民の皆さんの生活に
直結するいろいろな制
度や催しなどを紹介す
るコーナーです。
情報の詳細について
は、　　へ連絡してく
ださい。

 

内
容　
身
体
的
な
理
由
な
ど
に

よ
り
、運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
さ
れ
た
高
齢
者
の
方
々
の

不
便
さ
を
軽
減
す
る
と
と
も

に
、高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故

の
減
少
に
資
す
る
た
め「
タ
ク

シ
ー
利
用
券
」ま
た
は「
デ
マ

ン
ド
バ
ス
回
数
券
」の
い
ず
れ

か
４
万
円
分
を
助
成
し
ま
す
。

 

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る

方①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降

に
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
、運
転
免
許
証
返
納
時
の
年

齢
が
満
65
歳
以
上
の
方

③
県
公
安
委
員
会
よ
り
交
付

さ
れ
る
運
転
経
歴
証
明
書
を

お
持
ち
の
方

 
申
請
方
法　
印
鑑
と
運
転
経
歴

証
明
書
を
持
参
し
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。な
お
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申
請
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、

郵
送
に
よ
る
申
請
も
可
能
で

す
。

　
　
　

生
活
防
災
課　
市
民
生

活
係

☎（
24
）５
２
０
８
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課　
地
域
振
興

班
 

内
容　
福
島
県
文
化
振
興
財
団

で
は
、文
化
団
体
の
行
う
文
化

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
分
は
今
回
の

み
の
募
集
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

対
象
事
業　
４
月
１
日
〜
平
成

31
年
３
月
31
日
ま
で
に
行
う

次
の
事
業

①
広
く
県
民
に
公
開
す
る
文

化
活
動
の
成
果
発
表（
美
術

展
、音
楽
会
、演
劇
な
ど
の
公

演
、文
芸
誌
出
版
な
ど
）

②
県
の
代
表
や
公
的
機
関
か

ら
の
招
へ
い
で
国
内
の
発
表

会
な
ど
に
参
加
す
る
事
業

③
文
化
財
の
保
護
・
保
存
の

た
め
の
事
業

④
文
化
振
興
に
よ
る
地
域
活

性
化
に
関
す
る
事
業

⑤
伝
統
文
化
の
保
存
・
継
承
・

発
展
を
目
的
と
し
た
ソ
フ
ト

事
業

⑥
東
日
本
大
震
災
ま
た
は
原

子
力
災
害
で
被
災
し
た
県
民

お
よ
び
文
化
団
体
が
参
加
す

る
芸
術
文
化
や
伝
統
芸
能
に

関
す
る
事
業
な
ど

 

申
し
込
み
方
法　
財
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
所
定
の
申
請

書
に
記
入
の

上
、必
要
書

類
を
添
付
し
、

文
化
課
へ
申

し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

 

申
込
期
限　
２
月
28
日（
水
）

　
　
　

文
化
課

☎（
24
）５
３
２
３

広報きたかた　2018. １　⑱☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

問

補
助
・
支
援



重
度
後
遺
障
が
い
者
へ
の
介

護
料
支
給

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

功
労
者
表
彰

募
集

問

問
申

問
申

統
計
調
査
員
協
議
会
会
員

広報きたかた　2018. １　⑲

情報ステーション

 
対
象　
自
動
車
事
故
が
原
因
で

死
亡
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障

害
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
家

庭
の
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子

 

貸
付
金
額

一
時
金…

15
万
５
０
０
０
円

毎
月…

１
万
円
ま
た
は
２
万
円

 

利
子　
無
利
子

 

貸
付
条
件　
市
民
税
非
課
税
ま

た
は
均
等
割
の
み
課
税
な
ど

 

返
還　
原
則
と
し
て
20
年
以
内

の
月
々
均
等
払
い

 

対
象　
自
動
車
事
故
に
よ
り

脳
、脊
髄
、ま
た
は
胸
腹
部
臓

器
に
重
度
の
後
遺
障
害
が
残

り
、日
常
生
活
に
お
い
て
介
護

が
必
要
な
方
で
自
賠
責
保
険

の
後
遺
障
害
等
級
が
次
に
該

当
す
る
方

種（
常
時
要
介
護
）…

１
級

１
号
ま
た
は
２
号
に
認
定

種（
随
時
要
介
護
）…

２
級

１
号
ま
た
は
２
号
に
認
定

 

支
給
額

特

種（
最
重
度
）…

６
万
８

４
４
０
円
〜
13
万
６
８
８
０
円

種（
常
時
要
介
護
） …

５
万

８
５
７
０
円
〜
10
万
８
０
０

０
円種（

随
時
要
介
護
） …

２
万

９
２
９
０
円
〜
５
万
４
０
０

０
円

　
　
（
独
）自
動
車
事
故
対
策
機

構
福
島
支
所

☎
０
２
４（
５
２
２
）６
６
２

６

 

内
容　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
に
対
す
る
市
民
の
一
層

の
関
心
を
高
め
、男
女
共
同
参

画
社
会
の
形
成
の
促
進
を
図

る
た
め
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
に
貢
献
し
た
個
人
、事

業
所
・
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

 

表
彰
部
門　
①
個
人 

②
事
業

所
・
団
体

 

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

○
女
性
の
人
材
育
成
や
積
極

的
登
用
な
ど
を
通
じ
、女
性
の

社
会
参
画
の
促
進
に
貢
献
し

た
個
人
、事
業
所
・
団
体

○
地
域
社
会
で
男
女
共
同
参

画
の
意
識
を
広
め
る
た
め
の

活
動
を
し
て
い
る
個
人
、事
業

所
・
団
体

○
女
性（
男
性
）が
進
出
す
る

機
会
が
少
な
か
っ
た
分
野
に

進
出
し
、地
域
づ
く
り
や
活
性

化
に
貢
献
し
て
い
る
個
人
、事

業
所
・
団
体

 

応
募
資
格

①
個
人
部
門…

市
内
に
住
所

を
有
す
る
方

②
事
業
所
・
団
体…

市
内
に

事
務
所
が
あ
る
事
業
所
、法

人
、非
営
利
団
体
、自
治
会
、Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
の
各
種
団
体

 

応
募
方
法

①
個
人
部
門…

自
薦
ま
た
は

他
薦
者
に
よ
る
応
募

②
事
業
所
・
団
体…

事
業
者

や
勤
務
す
る
従
業
員
な
ど
ま

た
は
、各
種
団
体
に
所
属
す
る

方
に
よ
る
応
募

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
よ
り

持
参
ま
た
は
郵
送
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。応
募
用
紙
は
、

企
画
調
整
課
お
よ
び
各
総
合

支
所
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

 

応
募
期
限　
１
月
15
日（
月
）必

着

 

表
彰　
選
考
審
査
を
経
て
、表

彰
式
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

企
画
調
整
課　
企
画
調

整
係

☎（
24
）５
２
０
９
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課　
地
域
振
興

班

 

内
容　
市
統
計
調
査
員
協
議
会

で
は
、国
勢
調
査
な
ど
国
の
各

種
基
幹
統
計
調
査
に
従
事
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。ま
た
、本
協
議
会

で
は
、会
員
同
士
の
親
睦
や
統

計
知
識
の
向
上
を
目
的
と
し

た
各
種
研
修
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
務
局
ま
で
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

 

年
会
費　
１
０
０
０
円

　
　
　

市
統
計
調
査
員
協
議

会
事
務
局（
情
報
政
策
課
内
）

☎（
24
）５
２
１
４



問

放
送
大
学
４
月
生

都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

お
知
ら
せ

問

問 農
林
業
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
記
念

「
農
業
振
興
講
演
会
」

（山都町出身・きたかた応援大使）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
参
加
者

募
集

 

内
容　
原
則
60
歳
以
上
で
働
く

意
欲
の
あ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

 

日
時　
１
月
12
日（
金
）、２
月

９
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜

 

場
所　
喜
多
方
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

　
　
（
公
社
）喜
多
方
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
23
）１
３
１
３

 

内
容　
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広

い
世
代
、約
９
万
人
の
学
生
が

大
学
を
卒
業
し
た
い
、学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然

科
学
な
ど
、約
３
０
０
の
幅
広

い
授
業
科
目
が
あ
り
、１
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ

て
い
ま
す
の
で
、気
軽
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

出
願
期
限

第
１
回
２
月
28
日（
水
）

第
２
回
３
月
20
日（
火
）

　
　
　

放
送
大
学
福
島
学
習

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４（
９
２
１
）７
４
７

１

 

内
容　
２
０
２
０
年
に
東
京
で

開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

の
入
賞
メ
ダ
ル
に
、不
要
に
な

っ
た
小
型
家
電
に
含
ま
れ
る

リ
サ
イ
ク
ル
材
が
活
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

東
京
２
０
２
０
組
織
委
員

会
が
主
催
す
る
こ
の
取
り
組

み
に
、全
国
の
自
治
体
が
、小

型
家
電
の
回
収
で
協
力
す
る

こ
と
に
な
り
、市
も
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
参
加
し
て
い
ま
す
。２

０
２
０
年
以
降
も
持
続
可
能

な
、リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
に
繋

が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
携
帯
電
話
の
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
本
庁
舎
１
階
環

境
課
前
・
各
総
合
支
所
に
設

置
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（「
都
市
鉱
山
で
リ
サ
イ
ク

ル
」で
検
索
）を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
　

環
境
課　
環
境
推
進
室

☎（
24
）５
２
６
１

 

内
容　
市
で
は
、平
成
29
年
12

月
に
今
後
10
年
間
の
目
指
す

べ
き
将
来
像
と
そ
の
実
現
に

資
す
る
施
策
な
ど
を
示
す
市

独
自
の
農
林
業
振
興
の
総
合

的
な
指
針
と
し
て
新
た
な「
喜

多
方
市
農
林
業
ビ
ジ
ョ
ン
」を

策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、農
林
業
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
を
記
念
し
、「
喜
多
方

の
農
業
を
成
長
さ
せ
る
の
に

必
要
な
こ
と
」と
題
し
た
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

 

日
時　
１
月
11
日（
木
）午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

 

場
所　
会
津
よ
つ
ば
い
い
で
農

協
会
館（
岩
月
町
喜
多
方
）

 

講
師　
宮
城
大
学
名
誉
教
授 

大
泉 

一
貫 

氏

　
　

農
業
振
興
課　
経
営
企
画

係☎（
24
）５
２
７
７

広報きたかた　2018. １　⑳☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

会員募集中

環境課前の回収ボックス

問
申



問

問

佐
原
病
院
附
属

高
郷
診
療
所
の
休
止

問
申

「
消
費
地
が
望
む『
売
れ
る

米
』づ
く
り（
仮
）」講
演
会

問
第
３
回
市
史
セ
ミ
ナ
ー

夢
の
森
温
泉
施
設
の

臨
時
休
業

問油
の
流
出
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

毎月1日に18,800部を発行し、市内の各世帯
や公的機関に配布しています。
広告料　縦4.5cm×横17.3cm　月20,000円
　　　　縦4.5cm×横8.6cm　　月10,000円

企画調整課　広報広聴係 ☎（24）5206問 申

広報きたかた　2018. １　㉑

情報ステーション

 

内
容　
平
成
30
年
産
か
ら
国
の

米
政
策
が
見
直
さ
れ
、引
き
続

き
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
と

と
も
に「
売
れ
る
米
」づ
く
り

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、東
京
で
小
売
ま
で

行
う
卸
業
者
で
あ
り
、各
県
の

米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
委
員
を

務
め
る
専
門
家
を
招
い
て「
消

費
地
で
は
ど
ん
な
米
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
か
」「
こ
れ
か

ら
は
、ど
ん
な
米
を
作
れ
ば
い

い
の
か
」な
ど
売
れ
る
米
づ
く

り
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

 

日
時　
１
月
24
日（
水
）午
後
３

時
30
分
〜
５
時

 

場
所　
本
庁
舎
大
会
議
室（
ホ

ー
ル
棟
２
階
）

 

講
師　
（
株
）山
田
屋
本
店
代
表

取
締
役
社
長　
秋
沢　
淳
雄　
氏

　
　

農
業
振
興
課　
経
営
企
画

係☎（
24
）５
２
７
７

 

内
容　
「
古
代
喜
多
方
の
王
者
」

と
題
し
、灰
塚
山
古
墳
の
平
成

29
年
度
発
掘
調
査
の
成
果
を
、

調
査
を
行
っ
た
東
北
学
院
大

学　

教
授
が
報
告
し
ま
す
。

 

日
時　
１
月
14
日（
日
）午
後
１

時
30
分
〜
３
時

 

場
所　
喜
多
方
プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル

 

講
師　
東
北
学
院
大
学
文
学
部

教
授　　
　

秀
人　
氏

 

そ
の
他　
入
場
無
料
、申
し
込

み
も
不
要
で
す
。

　
　

文
化
課　
文
化
振
興
係

☎（
24
）５
３
２
３

 

内
容　
熱
塩
加
納
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
夢
の
森
の
露
天
風
呂

ろ
過
器
の
改
修
工
事
に
伴
い

次
の
と
お
り
休
業
し
ま
す
。

 

露
天
風
呂
の
休
業

１
月
９
日（
火
）〜
26
日（
金
）

 

温
泉
施
設
の
全
館
休
業

１
月
23
日（
火
）〜
24
日（
水
）

　
　

熱
塩
加
納
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
夢
の
森

☎（
36
）３
１
１
２

 

内
容　
寒
い
季
節
に
な
る
と
、

暖
房
や
除
雪
に
使
用
す
る
灯

油
や
軽
油
な
ど
の
油
類
が
、ホ

ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
川
に
流
出

す
る
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。

給
油
の
際
は
、そ
の
場
か
ら
離

れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、家
庭
や
飲
食
店
な
ど

の
油
分
は
水
路
に
排
出
さ
せ

な
い
よ
う
、グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ

プ
を
適
正
に
管
理
す
る
な
ど

し
て
、水
質
汚
濁
の
防
止
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

※

灯
油
な
ど
を
流
出
さ
せ
て

し
ま
っ
た
と
き
は
、速
や
か
に

布
や
新
聞
紙
で
回
収
し
、環
境

課
、喜
多
方
消
防
本
部
☎（
22
）

６
２
１
１
、会
津
地
方
振
興
局

☎
０
２
４
２（
29
）３
９
１
２

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

環
境
課　
環
境
推
進
係

☎（
24
）５
２
６
１

 

休
止
期
間　
１
月
１
日（
月
・

祝
）〜
６
月
30
日（
土
）

※

休
止
期
間
中
は
佐
原
病
院

ま
で
送
迎
車
が
運
行
さ
れ
ま

す
。詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　

医
療
法
人
佐
原
病
院

☎（
22
）５
３
２
１

　冬期間は日没時間が早まるため交通事故が
増加します。特に午後４時～７時の時間帯は、
横断歩行者や自転車利用者などが被害者とな
る重大事故が多発する傾向にあります。
　自車の存在をいち早く周囲に知らせるライ
トの早めの点灯を心がけましょう。
  期　　　間　２月28日（水）まで
  運動の重点
①午後４時を目安とした早めのライト点灯
②原則上向きライト点灯（ライトのこまめな上
　下切り替え）
③歩行者などは反射
　材用品、懐中電灯
　などの活用

問 生活防災課
市民生活係
☎（24）5208

ピーエムフォー



問
申

問
太
陽
光
発
電
セ
ミ
ナ
ー

受
講
者

平
成
29
年
度

市
民
精
神
保
健
講
座

問
申

市
民
公
開
講
座

給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
は
お
早
め
に

税
問

問償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の

申
告
を
お
忘
れ
な
く

労
務
管
理
研
修
会

お
知
ら
せ

 

内
容　
「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」を

中
心
に「
監
督
署
へ
の
各
種
届

出
」「
労
災
保
険
制
度
の
あ
ら

ま
し
」な
ど
労
務
管
理
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

 

日
時　
２
月
６
日（
火
）午
後
１

時
30
分
〜
４
時

 

場
所　
会
津
よ
つ
ば
い
い
で
農

協
会
館（
岩
月
町
喜
多
方
）

 

講
師　
福
島
労
働
局
雇
用
環

境
・
均
等
室
ほ
か

　
　

喜
多
方
労
働
基
準
協
会

☎（
22
）４
１
４
６

 

内
容　
太
陽
光
発
電
設
備
の
仕

組
み
や
設
置
、施
工
事
例
な
ど

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

 

日
時　
１
月
22
日（
月
）午
後
１

時
25
分
〜
３
時
15
分

 

場
所　
喜
多
方
桐
桜
高
等
学
校

 

受
講
料　
無
料

 

定
員　
15
人

 

申
し
込
み
方
法　
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

会
津

☎（
27
）３
２
２
１

 

内
容　
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

喜
多
方
支
部
に
よ
る
精
神
保

健
に
関
す
る
講
話
を
行
い
ま
す
。

 

日
時　
１
月
16
日（
火
）午
前
10

時
〜
午
後
４
時

 

場
所　
昨
雲
会
館
１
階
ホ
ー
ル

 
講
師　
精
神
科
医
師
、臨
床
心

理
士
な
ど

 

定
員　
50
人（
先
着
順
）

 

申
込
期
限　
１
月
10
日（
水
）

※

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、昼

食
を
希
望
す
る
場
合
は
申
し

込
み
時
に
注
文
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　

地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
ウ
ィ
ズ
ピ
ア（
昨
雲
会
Ｃ

Ｓ
Ｎ
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
21
）１
０
６
６

 

内
容　
ロ
コ
モ（
運
動
器
症
候

群
）と
は
、骨
・
関
節
・
筋
肉

な
ど
運
動
器
の
障
害
で
す
。近

年
片
脚
で
し
っ
か
り
立
つ
な

ど
の
基
本
動
作
が
で
き
な
い

子
ど
も
が
急
増
し
て
お
り
、ロ

コ
モ
対
策
を
考
え
ま
す
。

 

日
時　
１
月
14
日（
日
）午
後
２

時
〜
４
時

 

場
所　
会
津
風
雅
堂

 

演
題　
子
ど
も
の
ロ
コ
モ
を
考

え
る

　
　

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
２（
75
）２
１
０
０

◆
提
出
期
限
は
１
月
31
日

（
水
）で
す

　

平
成
29
年
中
に
給
与
な
ど

（
専
従
者
給
与
、パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
代
を
含
む
）を
支
払

っ
た
事
業
所（
事
業
者
）は
、受

給
者
の
平
成
30
年
１
月
１
日

現
在
の
住
所
の
所
在
す
る
市

区
町
村
に
、受
給
者
の
給
与
支

払
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、事
務
処
理
の
関
係

上
、早
め
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
住
所
、氏
名
、生
年
月
日
は
正

確
に

　

受
給
者
の
本
人
特
定
の
た

め
、給
与
支
払
報
告
書（
個
人

別
明
細
書
）へ
の
情
報
は
も
れ

な
く
正
確
に
記
入
願
い
ま
す
。

特
に
住
所
は
単
身
赴
任
な
ど

の
特
別
な
場
合
を
除
き
、住
民

票
記
載
の
住
所
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
生
命
保
険
料
控
除
の「
支
払

額
」の
記
入
を
忘
れ
ず
に

　

記
入
が
漏
れ
た
場
合
に
は
、

住
民
税
に
お
け
る
控
除
額
の

計
算
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、必

ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
扶
養
親
族
の
氏
名
の
記
入
も

忘
れ
ず
に

　

重
複
扶
養
、控
除
区
分
の
確

認
の
た
め
、扶
養
親
族
の
氏
名

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
住
民
税
は
特
別
徴
収（
給
与

天
引
き
）が
原
則
で
す

　

提
出
の
際
は
次
年
度（
平
成

30
年
度
）の
住
民
税
の
徴
収
区

分（
特
別
徴
収
・
普
通
徴
収
の

別
）ご
と
に
仕
分
け
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
別
徴
収（
給
与
か
ら
の
天

引
き
）は
給
与
支
払
者
の
法
的

義
務
で
あ
り
選
択
制
や
希
望

制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

住
民
税
の
普
通
徴
収（
個
人

納
付
）が
認
め
ら
れ
る
場
合
は

次
の
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

①
退
職
者（
平
成
30
年
５
月
末

日
ま
で
に
退
職
予
定
の
方
を

含
む
）

②
他
の
事
業
所
で
特
別
徴
収

が
行
わ
れ
る
予
定
の
方

③
給
与
の
支
払
が
不
定
期
で

あ
る（
毎
月
支
給
さ
れ
な
い
）

方④
給
与
が
少
な
く
、税
額
が
給

与
か
ら
引
き
き
れ
な
い
方（
住

民
税
額
が
０
円
と
な
る
こ
と

が
明
ら
か
な
方
を
含
む
）

⑤
事
業
専
従
者

※

給
与
支
払
報
告
書
の
用
紙

は
、税
務
課
、各
総
合
支
所
住

民
課
ま
た
は
税
務
署
に
あ
り

ま
す
。

　
　

税
務
課　
市
民
税
班

☎（
24
）５
２
１
７
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課　
市
民
サ
ー

ビ
ス
班

申
告
期
間
は
１
月
４
日（
木
）

〜
31
日（
水
）で
す

　

市
内
で
事
業（
製
造
業
、農

業
、不
動
産
賃
貸
業
、サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
）を
営
ん
で
い
る
個

人
・
法
人
に
つ
い
て
は
、償
却

資
産
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

広報きたかた　2018. １　㉒☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。



問 高齢福祉課　介護保険係☎（24）5231または各総合支所住民課　市民サービス班

　要支援または要介護認定を受けていて一定の要件を満たす
方は、確定申告などにより所得税や市民税などの控除を受ける
ことができます。
　控除を受けるには「主治医意見書内容確認書」または「障害者
控除対象者認定書」の交付を受ける必要がありますので、対象
になると思われる方は申請してください。
　「おむつ使用証明書」「主治医意見書内容確認申出書」「障害者
控除対象者認定書」の様式は高齢福祉課または各総合支所住民
課に備え付けてあります。

問

広報きたかた　2018. １　㉓

情報ステーション

に
は
12
月
中
に
申
告
書
を
送

付
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、税
務

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。※

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
で
、

ま
だ
申
告
書
が
届
い
て
い
な

い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
償
却
資
産
と
し
て
申
告
す

る
必
要
が
あ
る
も
の

①
構
築
物

・
看
板
、路
面
舗
装
、堀
な
ど
の

全
て
の
屋
外
設
備

・
牛
舎
、豚
舎
、鶏
舎
な
ど（
家

屋
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る

も
の
を
除
く
）

・
改
築
改
装
な
ど
に
か
か
る
附

帯
設
備
工
事
な
ど

②
機
械
、装
置…

全
て
の
工

作
、製
造
、加
工
、修
理
、動
力

設
備
機
械
な
ど

③
船
舶…

ボ
ー
ト
な
ど

④
車
両
、運
搬
具…

ト
ロ
ッ

コ
、台
車
、構
内
運
搬
車
、産

業
・
建
設
車
両
な
ど
で
ナ
ン

バ
ー
が
つ
い
て
い
な
い
も
の

⑤
工
具
、器
具
、備
品…

机
、イ

ス
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、応
接
セ

ッ
ト
、冷
蔵
庫
、自
動
販
売
機
、

エ
ア
コ
ン
、パ
ソ
コ
ン
、フ
ァ

ッ
ク
ス
、医
療
機
器
、理
美
容

機
器
、厨
房
用
品
、そ
の
他
の

業
務
用
備
品
な
ど

※

例
え
ば
農
業
の
場
合
、乾
燥

機
・
も
み
す
り
機
な
ど
、ナ
ン

バ
ー
を
取
得
し
て
い
な
い
も

の
全
て
が
申
告
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

◆
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
）な
ど
の
確
認

　

申
告
に
際
し
て
は
個
人
番

号
の
確
認
と
身
元
確
認
を
行

い
ま
す
。申
告
方
法
に
よ
り
次

の
も
の
が
必
要
で
す
。

①
本
人
が
来
庁
す
る
場
合

・
個
人
番
号
カ
ー
ド（
ま
た
は

通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許

証
・
旅
券
な
ど
）

②
代
理
人
が
来
庁
す
る
場
合

・
本
人
の
個
人
番
号
カ
ー
ド

（
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
）の
写

し
と
委
任
状
、代
理
人
の
運
転

免
許
証
・
旅
券
な
ど

③
郵
送
の
場
合

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
写
し

（
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
の
写
し

と
運
転
免
許
証
・
旅
券
な
ど

の
写
し
）

　
　

税
務
課　
固
定
資
産
税
係

☎（
24
）５
２
１
８
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課 

市
民
サ
ー

ビ
ス
班

申請方法

内　　容

医療費控除（おむつ代） 障害者控除

対　　象

該当基準

確定申告の際に「おむつ使用証明書」ま
たは「主治医意見書内容確認書」とおむ
つ代の領収書を提出すると控除を受け
ることができます。

65歳以上で、「要支援認定」または「要介
護認定」を受けている方

主治医意見書で、寝たきり度が ～
の方で、かつ尿失禁の欄にチェックがあ
る方

「主治医意見書内容確認申出書」を提出
してください。（２年目以降の方）
※初めての方は、主治医から「おむつ使用証
明書」（有料）の証明を受けて、確定申告して
ください。

確定申告の際に「障害者控除対象認定書」を提
出すると控除を受けることができます。

65歳以上で、「要支援認定」または「要介護認
定」を受けている方

「障害者控除対象者認定書」を提出してくださ
い。

主治医意見書、または認定調査票で、寝たきり
度が ～ の方、または認知度が ～
の方

※身体障害者手帳や療育手帳、精神障害者保健福祉
手帳の交付を受けている方は申告の際に提示する
ことで控除が受けられますので、認定書の必要はあ
りません。



家
屋
の
新
・
増
築
、取
り
壊

し
な
ど
に
関
す
る
お
願
い

確
定
申
告
書
な
ど
へ
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
本
人
確

認

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
ｅ

ー 

Ｔ
ａ
ｘ（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）

税
務
署
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

に
関
す
る
お
知
ら
せ

問

問
年
金

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

問
申

問
電
話
で
の
年
金
相
談
窓
口

広報きたかた　2018. １　㉔

税
◆
固
定
資
産
に
関
す
る
届
け

出
は
忘
れ
ず
に

・
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

は
、必
ず「
家
屋
取
壊
届
」を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。届
け
出
が

遅
れ
る
と
、取
り
壊
し
た
家
屋

に
も
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
登
記
を
し
て
い
な
い
家
屋
を

売
買
、贈
与
、相
続
し
た
場
合

は
、必
ず「
納
税
義
務
者
変
更

届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

い
ず
れ
の
届
け
出
も
、用
紙

は
税
務
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
住
民
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

◆
家
屋
を
新
・
増
築
し
た
と

き
は
早
め
に
連
絡
を

　

住
宅
、事
務
所
、店
舗
、倉
庫

な
ど
の
家
屋
を
新
・
増
築
し

た
場
合
は
、新
た
に
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

課
税
の
基
礎
と
な
る
評
価

額
を
算
出
す
る
た
め
、税
務
課

職
員
が
伺
い
、家
屋
調
査
を
行

い
ま
す
。

　

完
成
後
早
め
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。平
日
で
都
合
の
良

い
日
を
相
談
の
上
、調
査
に
伺

い
ま
す
。調
査
時
間
は
１
時
間

程
度
で
す
。

　
　

税
務
課　
固
定
資
産
税
係

☎（
24
）５
２
１
８
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課　
市
民
サ
ー

ビ
ス
班

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入

に
伴
い
、税
務
署
な
ど
へ
提
出

す
る
申
告
書
・
法
定
調
書
な

ど
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
法
人

番
号
の
記
載
が
必
要
と
な
り

ま
す
。ま
た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
記
載
し
た
申
告
書
な
ど
を

提
出
す
る
際
は
、本
人
確
認
書

類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な

ど
の
番
号
確
認
書
類
お
よ
び

運
転
免
許
証
な
ど
の
身
元
確

認
書
類
）の
提
示
ま
た
は
写
し

の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、ｅ
ー 

Ｔ
ａ
ｘ
で
提
出

す
る
場
合
は
、本
人
確
認
書
類

の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付

は
不
要
で
す
。

　

ｅ
ー 
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
れ

ば
、税
務
署
に
出
向
く
こ
と
な

く
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
確
定
申
告
書
な
ど
を
作

成
・
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ｅ
ー 

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す

る
に
は
、事
前
準
備
が
必
要
で

す
。

⑴
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

取
得

⑵

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
を
用
意

⑶
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
」へ

①
ｅ
ー 

Ｔ
ａ
ｘ
の
開
始
届
出

書
を
提
出
し
、利
用
者
識
別
番

号
を
取
得

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

電
子
証
明
書
を
ｅ
ー 

Ｔ
ａ
ｘ

に
登
録

③
申
告
書
な
ど
デ
ー
タ
を
作

成
、送
信

※

詳
し
く
は「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※

ｅ
ー 

Ｔ
ａ
ｘ
作
成
コ
ー
ナ

ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
は
☎
０
５

７
０（
01
）５
９
０
１（
全
国
一

律
市
内
通
話
料
金
）

　
　

喜
多
方
税
務
署

☎（
24
）５
０
５
０

 

日
時　
１
月
18
日（
木
）、２
月

15
日（
木
）午
前
10
時
〜
午
後

４
時

 

場
所　
喜
多
方
プ
ラ
ザ
第
一
練

習
室

 

相
談
時
間　
１
人
30
分
程
度

※

事
前
に
予
約
さ
れ
た
方
の

み
利
用
で
き
ま
す
。

　

必
ず
相
談
日
の
１
カ
月
前

か
ら
前
日
ま
で
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。予
定
人
数
と
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
　

会
津
若
松
年
金
事
務

所　
お
客
様
相
談
室

☎
０
２
４
２（
27
）６
９
５
３

 

受
付
時
間　
月
曜
日（
月
曜
日

が
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）午

前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

火
曜
日
〜
金
曜
日　
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

第
２
土
曜
日　
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時

　
　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。



情報ステーション

広報きたかた　2018. １　㉕

　平成29年度の寄附状況は11月末現在で、
908人の方から1,415万9,300円お寄せいた
だきました。今後とも「ふるさと喜多方」への
支援をお願いします。

問 申 企画調整課　企画調整係☎（24）5209

　１月10日（水）まで「年末年始の特別警戒」を
実施しています。
　火の取り扱いには十分注意し
てください。また、火災で大切な
命を失わないために住宅用火災
警報器を設置しましょう。

問 喜多方消防本部☎（22）6213

問 文化課　文化振興係☎（24）5323

問 喜多方プラザ ☎（24）4611

　自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託事業収入を財源として実施
しているコミュニティ助成事業による助成金を受けて、10月28日～ 11月26日にわたり「蔵とアート
を活用した地域の賑わい創出事業」が行われました。
　この事業では、ＪＲ喜多方駅前のＪＡ会津よつば石蔵倉庫や旧甲斐家蔵住宅など、市内の「蔵」を会
場とした展覧会や本市の伝統文化である「雄国根曲り竹細工」や「蒔絵」を体験できるワークショップ
を開催し、多くの観光客や親子が会場を訪れ、喜多方の魅力を感じました。

コミュニティ助成事業による活力ある地域づくり

日　時　３月11日（日）
　　　　開場　午後５時
　　　　開演　午後５時30分

場　所　喜多方プラザ大ホール

入場料　全席指定6,800円（税込）
　　　　※4歳以上有料/3歳以下膝上可

販　売　喜多方プラザ、ローソンチケット
　　　　チケットぴあ、イープラス
　　　　ノースロードオンラインチケット



問 観光交流課　花でもてなす係 ☎（24）5243

　11月13日、本庁舎庁議室で平成29年度「花でもてなす喜多方」花いっぱいコンクール表彰式が行われ、
学校の部最優秀賞の第一小学校などを表彰しました。
　学校の部16点、団体・法人の部22点、個人の部６点の応募があり、26団体が入賞しました。

【学校の部（幼稚園・保育所・こども園を含む）】
◆最優秀賞　第一小学校
◆優　秀　賞　姥堂小学校、松山小学校、山都小学校
◆奨　励　賞　加納小学校、第二小学校緑の少年団、上三宮小学校、
　　　　　　塩川中学校、熱塩小学校　
◆特　別　賞　第二こども園

【団体・法人の部】
◆最優秀賞　ワンステップ15（熱塩加納町）　
◆優　秀　賞　上林フラワークラブ（山都町）、別府環境愛護会（塩川
　　　　　　町）、豊川町ボランティアあゆみの会　
◆奨　励　賞　寺町長寿会、慶徳町ボランティア、塩川町第13区町
　　　　　　内会古峯神社諏訪町講中、ボランティアさくらの会
　　　　　　（喜多方）、西四ツ谷婦人会　
◆特　別　賞　栄町町内会

【個人の部】
◆最優秀賞　田中 政力さん（山都町一ノ木）
◆優　秀　賞　佐藤 常義さん（菅原町）
◆奨　励　賞　中森 リカさん（南町）、渡部 修一さん（岩月町下台）　
　　　　　　山口 久江さん（松山町村松第一区）
◆特　別　賞　角田 美代子さん（栄町）

広報きたかた　2018. １　㉖☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

第一小学校

ワンステップ15

田中　政力さん



広報きたかた　2018. １　㉗

技能功労者

平成29年度 喜多方市技能功労者表彰

菊地  明夫さん
（岩月町上岩崎）
広告美術工

問

　喜多方市技能功労者表彰は、優れた技術を有し、産業の発展に寄与するとともに後継者の育成など地
域社会の発展に貢献された功労者に贈られます。今年度の受賞者が決まり、表彰式が11月20日、本庁
舎庁議室で行われました。
　受賞者は技能功労者と優秀中堅技能者の２部門３人で、市長から受賞者一人一人に表彰状と記念品
が手渡されました。このあと受賞者を代表し、菊地明夫さんが謝辞を述べました。

　47年もの間、一貫して
広告美術工として従事し、
依頼主からの言葉やニュ
アンスなどから多様な字
体や色彩感覚で表現し、生
活環境や目的に応じなが
ら広告物を制作している。
その造形やデザインは県
内外の同業者にも影響を
与えている。
　一級広告美術技能士の
資格を有し、広告美術工の
技能を通じて産業発展に
貢献している。

優秀中堅技能者

五十嵐  一雄さん
（東四ッ谷）
金属工作機械工

　金具加工グループにお
いて、ろう付け行程技術者
として27年間油圧ホース
部品製造に従事し、品質や
生産性を向上させるため
改善などを積極的に行い、
安定した生産体制を確立
した。
　技術伝承に積極的に取
り組み、工程での不具合発
生の改善方法をアドバイ
スするなど後継者育成に
も貢献し、ものづくり産業
の発展に寄与している。

優秀中堅技能者

山口  文章さん
（慶徳町松野）
金属工作機械工

　自動車部品加工職場に
おいて、自動脱着式のＮＣ
工作機械導入による無人
加工安定生産体制を確立
した。また、不具合が発生
した場合の作業標準を改
定した。
　さらに自身の１級機械
加工技能士資格取得経験
をもとに同僚を資格取得
へ導き、また工法改善を含
め取引先に提案活動を活
発に行っており、他の技術
者の模範となっている。

商工課　商工業・雇用・創業支援室　☎（24）5233



　

　

20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
ま
た
は
当
月
上

旬
に
、日
本
年
金
機
構
よ
り
書
類
が
送
ら

れ
て
き
ま
す
。年
金
事
務
所
か
市
民
課
窓

口
に
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

１
カ
月
程
度
で
年
金
手
帳
と
年
金
保
険
料

の
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

窓
口
を
訪
れ
る
の
が
困
難
な
方
は
、年

金
事
務
所
へ
書
類
を
郵
送
し
て
手
続
き
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
必
ず
提
出
が
必
要
な
書
類

「
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
書
」

●
納
付
場
所

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

※

年
金
事
務
所
や
市
の
窓
口
で
は
納
付
で

き
ま
せ
ん
。

●
納
付
書
の
種
類

誕
生
月
〜
３
月
分（
一
括
払
い
分
）、各
月

払
い
分
な
ど

☆
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま

す
。

　

銀
行
口
座
の
印
鑑
、基
礎
年
金
番
号
が

わ
か
る
も
の（
年
金
手
帳
な
ど
）が
必
要
で

す
。

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
難

し
い
と
き
は
、  

申
請
し
、  

承
認
さ
れ
る
こ

と
で
年
金
保
険
料
の
納
付
の
猶
予
や
免
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
続
き
を
し
な
い
と
、老
後
の
年
金
を

受
け
取
れ
な
く
な
っ
た
り
、

不
慮
の
事
故
な
ど
で

障
害
が
残
っ
て
し
ま

っ
た
と
き
に
、  

障
害

基
礎
年
金
を
受
け
取

れ
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
学
生
の
方

「
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度
」

※

必
要
な
も
の　

学
生
証
の
コ
ピ
ー（
表

と
裏
の
両
面
）ま
た
は
在
学
証
明
書
、印
鑑

●
一
般
の
納
付
困
難
な
方

「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
」

※

必
要
な
も
の　

印
鑑
、雇
用
保
険
受
給

資
格
証（
離
職
し
た
方
）な
ど

　
　

会
津
若
松
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
２（
27
）６
９
５
３

 

受
付
時
間　
月
曜
日（
月
曜
日
が
休
日
の
場

合
は
火
曜
日
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

火
曜
日
〜
金
曜
日　
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

第
２
土
曜
日　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
　

市
民
課　
市
民
窓
口
班

☎（
24
）５
２
２
６ 

ま
た
は
各
総
合
支
所
住

民
課

20
歳
が
ス
タ
ー
ト
！
国
民
年
金

広報きたかた　2018. １　㉘☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

問問

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、年
を
取
っ
た
と

き
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活

を
、現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ

う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

20
歳
に
な
る
と
、す
で
に
厚
生

年
金
な
ど
の
公
的
年
金
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
以
外
は
、国
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
、忘
れ
ず
に

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し

ま
し
ょ
う
！

ま
ず
は
年
金
資
格
取
得
の
手
続
き

保
険
料
の
納
付
方
法

保
険
料
の
免
除
制
度

国民年金資格取得手続きの流れ

20
歳
に
な
っ
た
方

年　

金　

事　

務　

所

通知など書類の送付
（誕生月の前月または当月上旬）

取得届書の提出
（市役所窓口でも可能）

年金手帳、納付書の送付
（１ヵ月程度）

年金加入者（被保険者）は３種類
～ 自分の年金の種類を確認してみましょう ～

第１号被保険者 20歳以上60歳未満の自営業・農林漁業
・自由業・学生・無職の人など

第２号被保険者 厚生年金や共済組合に加入している
会社員や公務員など

第３号被保険者 20歳以上60歳未満の厚生年金や共済
組合の加入者に扶養されている配偶者
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平
成
30
年
産
か
ら
米
の
直
接
支
払
交
付

金
の
廃
止
と
と
も
に
、行
政
に
よ
る
米
の

生
産
数
量
目
標
の
配
分
が
廃
止
さ
れ
、産

地
、生
産
者
自
ら
の
経
営
判
断
に
よ
り
需

要
に
応
じ
た
米
生
産
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

主
食
用
米
の
作
付
け
超
過
面
積
と
全
国

平
均
相
対
取
引
価
格
の
相
関
関
係
か
ら
、

過
剰
作
付
け
が
解
消
さ
れ
た
平
成
27
年
産

以
降
、米
価
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

我
が
国
の
米
の
需
要
量
が
減
少
傾
向
に
あ

る
中
、過
剰
作
付
け
に
よ
る
米
価
下
落
を

防
ぐ
た
め
に
は
、引
き
続
き
需
要
に
応
じ

た
米
生
産
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　
　

農
業
振
興
協
議
会
事
務
局（
農
業
振
興

課 

経
営
企
画
係
内
）

☎（
24
）５
２
７
７ 

ま
た
は
各
総
合
支
所
産

業
課

　

平
成
30
年
産
以
降
の
見
直
し
に
際
し
、

特
に
多
い
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　

県
で
は
、引
き
続
き
需
要
に
応
じ
た
米

生
産
を
推
進
す
る
た
め
、こ
れ
ま
で
の
作

付
け
状
況
な
ど
を
勘
案
し
た
市
町
村
ご
と

の「
生
産
数
量（
面
積
）の
目
安
」を
提
示
す

る
こ
と
か
ら
、市
協
議
会
に
お
い
て
、こ
れ

ま
で
と
同
様
に
２
月
中
を
目
途
に
農
家
の

皆
さ
ん
へ「
生
産
数
量（
面
積
）の
目
安
」を

提
示
し
ま
す
。　

　

米
の
直
接
支
払
交
付
金
は
廃
止
さ
れ
ま

す
が
、引
き
続
き
国
に
よ
る
水
田
フ
ル
活

用
に
向
け
た
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
に
加

え
、飼
料
用
米
や
米
粉
用
米
な
ど
の
戦
略

作
物
へ
の
支
援
や
地
域
の
裁
量
で
活
用
可

能
な
産
地
交
付
金
に
よ
る
支
援
は
継
続
さ

れ
ま
す
。ま
た
、麦
・
大
豆
・
な
た
ね
・
そ

ば
の
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金（
ゲ
タ

対
策
）に
つ
い
て
も
継
続
さ
れ
ま
す
。

　

備
蓄
米
は
、こ
れ
ま
で
需
給
調
整
を
図

る
も
の
と
し
て
、多
く
の
方
が
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。平
成
30
年
産
か
ら
米
の
直

接
支
払
交
付
金
と
同
じ
く
備
蓄
米
助
成
は

廃
止
さ
れ
ま
す
が
、備
蓄
米
は
誰
も
が
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
、主
食
用
米
に
近
い

価
格
が
期
待
で
き
ま
す
の
で
、引
き
続
き

の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、備
蓄
米
の
申
し
込
み
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、Ｊ
Ａ
ま
た
は
集
荷
業

者
に
お
願
い
し
ま
す
。

　　

市
協
議
会
で
は
、市
の
新
た
な
農
林
業

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、水
田
農
業
経
営
の

安
定
化
に
向
け
、引
き
続
き
高
収
益
な
園

芸
作
物
と
の
複
合
経
営
化
や
備
蓄
米
、加

工
用
米
に
加
え
、多
収
品
種
で
の
飼
料
用

米
の
本
作
化
、畜
産
農
家
と
連
携
し
た

ホ
ー
ル
・
ク
ロ
ッ
プ
・
サ
イ
レ
ー
ジ
用
稲

な
ど
、水
田
の
フ
ル
活
用
に
よ
る
需
要
に

応
じ
た
生
産
を
推
進
し
ま
す
。

　

特
に
、多
収
品
種
に
よ
る
飼
料
用
米
の

取
り
組
み
は
、国
の
交
付
金
が
財
源
と

な
っ
て
お
り
、安
定
し
た
経
営
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

需
要
に
応
じ
た
米
生
産
に
向
け
て

米生産者の皆さんへ

～平成30年産からの米政策見直しに向けて～

「生産数量目標の配分廃止」＝「自由に米を作付けできる」ではありません！！

　過剰作付けが解消された平成27年産以降の米価は上昇傾向ですが、再び過剰作付けに
なれば米価下落が懸念されます。

Ｑ　
「
生
産
数
量
目
標
」の
代
わ
り
と

　

な
る
指
標
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　
「
生
産
数
量（
面
積
）の
目
安
」を

　

提
示
し
ま
す
。

Ｑ　

主
食
用
米
以
外
の
作
物
を
作
付
け

　

し
た
場
合
の
支
援
は
継
続
し
ま
す
か
？

Ａ　

水
田
フ
ル
活
用
に
向
け
た
支
援
を

　

継
続
し
ま
す
。

Ｑ　

備
蓄
米
の
取
り
組
み
は
ど
う
な

　

り
ま
す
か
？

Ａ　

引
き
続
き
取
り
組
み
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

（円/俵）

（円/俵）

参考　農林水産省 「米をめぐる状況について」

問



広報きたかた　2018. １　㉚☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

各種相談日　　　　　　　　各種無料相談を行っています。相談を希望される
方は電話予約をお願いします。秘密は固く守られますので、悩みご
とや困りごとなど気軽に相談してください。

子ども・子育て総合相談　　　　　　　　　　　　　　　妊娠時期から 
出産、子育てについての不安や児童の障がいな
どの相談を、窓口や電話、メールで受け付けて
います。 相談内容などの秘密は厳守します。

教育相談・就学相談　　　　　　　　　　　　　学校や家庭のこと、いじめや不登校、非行
などで悩んでいるあなた、そして保護者の方、一人で悩まずに相談しまし
ょう。秘密は守られますので、安心して相談してください。

日 時 場 所 相 談 員 予 約 先
１月 10日（水）
午前10時～正午

２月  ５日（月）
午後２時～４時

山都開発センター
佐藤　耕治 
行政相談委員  

山都総合支所住民課
☎（38）3811

　　 12日（金）
午後１時～４時

本庁舎１階
相談室

小原　良一 
行政相談委員  

生活防災課 
☎（24）5208

　　 12日（金）
午前９時～11時

　　 15日（月）
午後２時～４時

大堀由起子
行政相談委員  

塩川総合支所住民課
☎（27）2111

塩川保健福祉センター
（いきいきセンター）

大堀由起子
行政相談委員  

塩川総合支所住民課
☎（27）2111

塩川保健福祉センター
（いきいきセンター）

　　 18日（木）
午前９時～11時30分

穴澤　松雄
行政相談委員  

高郷総合支所住民課
☎（44）2111

高郷公民館研修室

熱塩加納保健福祉
センター（夢の森）

坂内　常幸 
行政相談委員  

熱塩加納総合支所住民課
☎（36）2111

１月 26日（金）
午前9時30分
　　～午後３時30分

本庁舎１階
相談室

生活防災課 
☎（24）5208

月～金（土・日・祝日を除く）
午前８時30分
　　　～午後５時

本庁舎１階
消費生活センター

權瓶　真弓
若林　理香 
消費生活相談員

消費生活センター
☎（24）5353

日 時 場 所 相 談 先
月～金（土・日・祝日を除く）
午前８時30分
　　～午後５時15分

本庁舎１階
こども課

こども課　子育て支援班
☎（24）5229または各総合支所住民課　市民
サービス班

子
ど
も
・
子
育
て
総
合

相
談
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

休日の当番医（初期救急）

休 日 病院・医院名
内科消化器科みつはし医院
（関柴町上高額）
☎（21）1311
山田産婦人科医院
（新道）
☎（22）3032
ゆうゆうクリニック
（西四ツ谷）
☎（22）2111 
渡邉小児科医院
（幸町）
☎（22）3133
あきもと整形外科クリニック
（菅原町）
☎（21）1515
いとう眼科
（西四ツ谷）
☎（22）5900

休日の当番医（２次救急）

休 日 病院・医院名

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

会津医療センター（会津若松）
☎0242（75）2100

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

街頭献血にご協力を

月　日 献血時間 場　　所

１月  ６日（土）午後２時～４時
コープＢＥＳＴＡ
ひがし、リオンド
ール喜多方西店

23日（火）
午前9時30分
～11時30分

喜多方建設事務所

櫛田　　崇
弁護士  

１月 18日（木）
午後１時～４時

本庁舎１階
相談室

生活防災課 
☎（24）5208

伊藤　美子
生江幸一郎
人権擁護委員

毎月6日以降の情報を掲載しています。1日～5日までは先月号をご覧ください。 

１月  ７日（日）

８日（月・祝）

14日（日）

21日（日）

28日（日）

２月  ４日（日）

１月  ７日（日）

８日（月・祝）

14日（日）

21日（日）

28日（日）

２月  ４日（日）

日 時 相 談 先
月～金（土・日・祝日を除く）
午前８時30分
　　　　～午後５時

学校教育課　☎（24）5314
スクールカウンセラーへの相談は事前の予約が必要です。
詳しくは、各学校へ問い合わせてください。

女性専用メール相談
ＱＲコード

女性専用メール相談　　　　　　　　　　　　　女性ならではの悩み
や夫や親しい方からの暴力（DV）などに関する相談
を、女性相談員へ相談できる専用メールを開設し
ています。 相談内容などの秘密は厳守します。
市ホームページから申し込みできます。

健 康 相 談　　　　　　　　赤ちゃんから高齢者まで、健康・栄養・運動 ・育児
などについて保健師・栄養士が個別相談に応じます。お気軽にご利用
ください。 相談を希望される方は、事前の電話予約をお願いします。

日 時 場 所 予 約 先
１月 11日（木）
受付時間
午前9時30分～10時

保健センター
保健課　健康推進室
☎（24）5223または各総合支所住民課　市民
サービス班



図書館だより

　○火～金…………午前９時30分～午後７時
　○土・日・祝日…午前９時30分～午後５時30分
◆休館日…………１月１日（月）～ 3日（水）、9日（火）、
　　　　　　　　15日（月）、22日（月）、29日（月）、
　　　　　　　　2月5日（月）
　　　 喜多方市立図書館☎（22）1855問 申

◆開館時間

●１月18日（木）午前10時15分～ 10時45分
●１月20日（土）午前10時～ 10時30分
●１月28日（日）午後１時30分～２時
※対象の方は、前日までに図書館へお申込みくだ
さい。当日は、母子健康手帳とブックスタート絵
本引換券（喜多方市から送付されたもの）を忘れ
ずにお持ちください。

■おはなしドライブ
　１月7日（日）、14日（日）、28日（日）、2月4日（日）
　午前11時～ 11時30分
■ちっちゃなおはなしかい
　１月18日（木）午前11時～ 11時20分
■ユニットおりがみ教室　材料費：100円
　１月27日（土）午前10時～ 11時30分

☆ブックスタート１月の開催日☆

☆おはなし会・各種講座☆

喜多方市美術館  information

『館蔵展』 開催中　1月14日（日）まで

高校生・あいづ美術展
1月25日（木）～ 2月12日（月・祝）

広報きたかた　2018. １　㉛

問 喜多方市美術館☎（23）0404

斎藤清＜浅草観音堂＞

昨年度展示風景
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市町村史販売
のご案内

市町村史で先人の残した遺産を訪ねてみよう。
「喜多方市史」「熱塩加納村史」「塩川町史」「山都町史」「会津高郷村史」絶賛販売中。詳しくは文化課まで。☎（24）5323

喜多方市の人口
（平成29年11月１日現在）

※国勢調査をもとに、その後の出生、死
亡、転入、転出の数を加減して算出した
「福島県の推計人口」の数値を掲載して
います。

世帯数

人　口

出　生

転　入

16,806世帯

47,988人　

32人　

56人　

男

女

死　亡

転　出

22,702人

25,286人

73人

80人

　

関
柴
町
布
流
の
遠
藤
家
に
立
て
ら
れ
て
い
る
２

基
の
供
養
碑
で
、ど
ち
ら
も
安
山
岩
で
造
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

１
基
は
首
部
に
一
条
線
が
入
っ
て
い
ま
す
。造

立
し
た
人
物
の
信
仰
を
示
す
主
尊
は
、金
剛
界
大

日
如
来
を
表
す
梵
字
の「
バ
ン
」で
す
が
、残
念
な

が
ら
銘
文
は
判
読
で
き
ま
せ
ん
。

　

も
う
１
基
に
は「
キ
リ
ー
ク
」「
サ
」「
サ
ク
」と
、

阿
弥
陀
三
尊
を
表
す
梵
字
三
つ
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す（
写
真
）。

　

こ
ち
ら
の
銘
文
は「
諸
行
無
常　

是
生
滅
法　

生
滅
々
己　

寂
滅
為
楽　

延
文
六
年
辛
丑
二
月
九

日　

孝
子
敬
白　

盛
信
禅
門　

為
三
十
三
年
」と

あ
り
、室
町
時
代
初
期
の
延
文
６（
１
３
６
１
）年
、

三
十
三
回
忌
の
供
養
の
た
め
に
造
立
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

他
の
喜
多
方
地
方
の
碑
と
同
様
、南
北
朝
期
に

お
け
る
北
朝
方
の
年
号
を
使
用
し
て
い
る
の
も
興

味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

■
所
在
地

　

喜
多
方
市
関
柴
町
豊
芦
字
村
中
１
７
３
５

　
　

文
化
課　
文
化
振
興
係
☎（
24
）５
３
２
３

問

有形民俗文化財
〔喜多方市〕

　

12
月
14
日
、ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
高

郷
で
は
、注
文
が
増
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、職
人
の
方
が
忙
し
そ
う

に
そ
ば
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

年
越
し
に
は
そ
ば
は
欠
か
せ
な
い

と
い
う
方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

災
い
や
厄
を
断
ち
切
っ
て
、長
寿

を
願
い
ま
し
ょ
う
。

　

良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

２基　高さ 75cm
　　　幅　 31cm 
　　　厚さ 17cm 

　　　高さ115cm
　　　幅　 84cm 
　　　厚さ 18cm


